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昭
和
六
十
年
十
一
月
一
日

悪
夢
の
よ
う
な
昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
三
日
の
長
崎
大
水
害
か
ら
過
ぎ
る
こ
と
三
年
。

県
下
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
二
九
九
人
の
尊
い
人
命
と
、
被
害
総
額
三
、

0
0
0億
円
を
超
え
る
巨
額
の
大

惨
禍
と
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
時
間
降
雨
一
八
七
ミ
リ
と
い
う
わ
が
国
観
測
史
上
第
一
位
の
駕
異
的
な
降
水

屈
を
記
録
、
六
名
の
人
命
と
、
住
宅
・
道
路
・
河
川
ぶ
底
地
等
に
九

0
億
円
を
超
え
る
被
害
を
蒙
り
、
永
久
に
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
忌
わ
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
後
は
、
各
方
面
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
る
救
援
、
救
助
活
動
と
、
国
・
県
の
深
い
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
わ

り
ま
し
た
こ
と
は
長
与
町
復
肌
へ
の
力
強
い
躍
動
と
な
り
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
も
相
ま
っ
て
復
旧
事
業
も
順
調

に
進
捗
し
、
ほ
ぼ
完
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
回
の
災
害
は
、
集
中
梨
雨
特
有
の
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
崖
崩
れ
等
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
土
砂

災
害
に
直
面
し
、
今
後
の
防
災
対
策
に
多
く
の
教
訓
と
課
題
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
は
早
速
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
危
険
箇
所
の
把
握
、
土
石
流
菩
報
シ
ス
テ
ム
の
設
骰
、

梢
報
の
伝
達
収
集
の
た
め
の
防
災
行
政
無
線
の
開
局
‘
避
難
体
制
の
確
立
、
防
災
基
金
の
設
置
等
と
あ
わ
せ
て
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
、
町
民
一
丸
と
な
っ
た
総
合
的
防
災
対
策
も
軌
道
に
乗
り
、
恒
久
的
な
防
災
の

街
づ
く
り
に
培
々
と
進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
に
、

7
・
2
3長
崎
大
水
害
か
ら
三
年
余
り
を
経
て
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
に
発
行
し
た
「
一
八
七
ミ
リ
の

脅
威
」
記
録
集
を
基
に
、
そ
の
後
の
復
旧
状
況
と
防
災
対
策
を
中
心
に
、
長
与
町
災
害
復
典
誌
を
発
刊
す
る
運
ぴ

と
な
り
ま
し
た
。

本
歯
は
、
あ
の
大
災
害
か
ら
得
た
教
訓
と
反
省
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
伝
え
、
再
ぴ
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
ふ
る
さ
と
長
与
を
つ
く
り
あ
げ
る
決
意
と
頻
い
を
込
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
十
一
月
三
日
に
は
、
災
害
復
典
三
周
年
を
期
に
、
長
与
町
郷
土
芸
能
大
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ

と
は
未
曽
有
の
大
災
害
に
一
時
、
茫
然
自
失
の
状
態
か
ら
今
日
の
復
典
に
至
る
町
民
総
力
の
結
躾
と
郷
土
愛
に
支

え
ら
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ず
、
あ
ら
た
め
て
関
係
各
位
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

長
与
町
長

刊
行
の
こ
と
ば

吉

田

安

親

も ＜
 
じ

刊行のことば 長与町長吉田安親
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｀ 
仮設橋を使っての山田橋架替工事(58.5. 25) 

1985• 長崎県長与町





笙写根にかけて大きな被害を嵌った。
• 9, 9 4 ヽ ＇ ―-一上 9 9 9 9 5 _ 







7・23長崎大水害長与町被災状況図
●死亡者

土砂による犠牲者……•••4人
水による犠牲者…••1(2) 人

計5(6)人

●重軽傷者

重 傷・・・........・・・・・・・ • ・ • 6人
軽傷•....................9人

計15人

●停電

5,300世帯 ］9,080人
(7月23919:20から停祉発生，7f124821:08 
最終回復 ） 
●断水

6,689世帯 24,080人

、:l'- i, 

＇爪
呼戸頸i

}¥ ＼＇1噂
冒員ン)] i噂[‘’

な＼

．． ご`．．とそ木ピ
ノが全ふ v 三贔〗

>//>
こり f):／ j!'9/ '二

［ 
. i'、f（ソ［＇ご獄 I:
＜；（•こご＇しい
ー］＇
、．：心’¥Jr

”, 1 

、，．．（＼ー、 ~;Ji:，ヽ．．， r， 別1，心ご3,‘¢、,・"，． ,cタ・ •ヽ9,.

(':名:〉'.， 
， 9 ，r 

ヽ→翌可]シ凸界、～‘.，．：ミ
＼戸宝国←-I'：-JてA’ぷー：9：'!-. ：'←．ふ
芯亭江い戸ー‘“、

.'.'(,・ ・,'.',_.',,＇, ’̀ 

悶` 、、応二，ゴ4:,＇’¥ 9、一と

1" fl侭iヽ`こ急［；｛へ"r¥ ^ミ:r，し［口'□/←

‘. 

.“
 
於
ふ
y

• 

• 
）

'a49-_ 

:..r.il.如ふ
．
韮
'-M

h

．パ燐
．．
 
必嘔吝．

,

し

•. 

,
.
？
滋
ぢ

"

｛

‘̀
9.J)
ふ，蓼一，



復 1日



復 l日

ものすこさい勢いの水が川岸をえぐり取った。（吉無田郷池山・吉無田踏切上流）



みかん畑は岩山と化した。この上では電柱がへし曲げられ車数台が流された。（平木場郷村



爪あとも生々しい土石流（本川内郷横平） 復 1日

復 1日 道路下が大き〈崩れた。（岡郷町道満永一本松線）



多
良
見
町
に
通
じ
る
国
道

2
0
7
号
線
は
堂
崎
で
寸
断
さ
れ
た
。



大量の石や土砂が流れこんだ水田（平木場郷隠川内）



濁
流
で
橋
も
電
柱
も
車
も
流
失
（
高
田
郷
東
高
田
）



土
石
流
が
走
っ
た
み
か
ん
畑
（
岡
郷
姥
懐
地
区
）

復

lB
（
平
木
場
郷
、
七
葉
迫
）





裏山、竹林が崩れ家屋損壊（嬉里郷皆前）



復
旧
を
急
げ
1

災
害
現
場
を
視
察
す
る
吉
田
町
長

（
右
か
ら

3
人
目
）
ほ
か
、
町
消
防
団
災
害
関
係
町
職

員
ら

(
5
8
.
6
.
1
5
)

辻
後
自
主
防
災
組
織
災
害
訓
練

(60.5.19) 



復

旧

濁
流
で
道
路
が
え
ぐ
ら
れ
川
岸
が
決
壊

（
本
川
内
駅
前
）

復

18
町
道
本
川
内
佐
敷
線
（
本
川
内
郷
木
場

多
目
的
研
修
集
会
施
設
前
）



涵

板
井
手
頭
首
エ
、
流
失
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川岸がえぐられ水田は岩山と化した。
（平木場川と枯木尾川との合流地点）



復

IB
上
写
真
位
置
か
ら
下
流
を
望
む
（
平
木
場
川
）

復
旧
上
写
真
よ
り
下
流
（
平
木
場
川
）
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洗切橋から上流 P
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激流で水路、水田流失（隠川内川）



水路、農道復旧（隠川内川）

水路は岩山と化した（隠川内川）



山崩れは家を押しつぶし、電柱をへし曲げ、滝のような水は道路を

根元から洗った。（枯木尾）

復 IEl



ネ
ー
プ
ル
ハ
ウ
ス
園
も
損
壊
（
葉
迫
）





復 1日 架け替えられた仮称中洗切橋

洗切小児童の通学道路、町道三根公民館線は舗装が壊れ、石橋（仮称中洗切橋）＇



復 1日







ものすこよい勢いの水が川岸をえぐり取り、流木などを運んできた吉無田踏切



道
路
が
大
き
く
崩
れ
下
水
管
渠
が
流
失
（
井
手
本
）



帯
田
平
へ
の
道
路
も
え
ぐ
ら
れ
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
内
園
）

調
練
場
方
向
か
ら
の
み
か
ん
畑
、
山
林
が
す
べ
り

大
量
の
土
砂
、
樹
木
が
水
田
・
畑
に
流
出
、
町
道

を
閉
ざ
し
た
。
（
後
川
内
）
s
 



土砂流入と激流で水路損壊（後川内） 復 1日

流失の農地（みかん畑）水路（後川内）





農地（みかん畑）クラック（後川内）

鋼管建込み（後川内）

鋼管モルタル注入（後川内）

モルタル注入完了（後川内）





裏山が崩れ死者も出した西高田地区（和楽団地真向かい）



国鉄線路も道床がえぐられ電柱は宙ぶらり。（本木）



濁流で流失、大き〈崩れた県道（本木）



←/ 

濁
流
で
川
岸
を
え
ぐ
ら
れ
た
。
（
嬉
里
谷
川
）



激
流
で
川
岸
を
え
ぐ
ら
れ
農
地
（
水
田
）
流
失
。

（
嬉
里
谷
川
）

長
与
川
フ

Z
ノ
リ
ダ
ム

2
ヵ
所
は
流
木
な
ど
で
損
壊
。

（
嬉
里
郷
寿
屋
長
与
店
横
）





多、

激
流
で
水
路
は
岩
山
に
。
（
丸
田
谷
）



l 

ミ

復

旧

川岸が決壊（船津）

激
流
は
道
路
を
え
ぐ
っ
た
。
町
道
斉
藤
崎

ノ
尾
線
（
毛
屋
白
津
）



復l日林地崩壊防止事業

裏山の山崩れが住家を直撃。かろうじて家族

は避難（上斉藤）

復

旧
（
右
写
真
）



復

IB

激流で決壊（大堂川）



多
良
見
町
へ
通
じ
る
国
道

2
0
7
号
線
が
堂
崎
で
決
壊
、

不
通
。
道
路
の
上
部
か
ら
の
地
す
ぺ
り
は
下
の
海
ま
で
達

し
た
。
（
堂
崎
）



二
、
災
害
復
旧
班
を
編
成
、

対
応

長
崎
大
水
害

七
月
二
十
三
日
夕
刻
か
ら
深
夜
に
か
け
て
、

長
崎
地
方
を
襲
っ
た
集
中
栄
雨
は
、
長
与
町
に

お
い
て
、
わ
が
国
観
測
史
上
最
高
の
一
時
間
降

水
砒
一
八
七
ミ
リ
と
い
う
熊
異
的
記
録
を
残
し
、

六
人
の
瑚
い
人
命
と
、
住
宅
、
河
川
、
道
路
、

農
地
な
ど
被
害
の
総
額
は
、
九
十
億
円
余
の
膨

大
な
額
に
達
し
た
。

町
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
役
場
に
即
刻
設

置
し
、
避
難
・
応
急
復
旧
作
業
を
行
い
、
町
内

外
か
ら
は
温
か
い
救
援
活
動
の
手
が
差
し
の
ベ

ら
れ
た
。
（
五
十
八
年
三
月
発
行
「
一
八
七
ミ
リ

の
脅
威
．

7
．
23長
崎
大
水
害
記
録
集
」
に
内

容
掲
載
）
。

大
災
害
を
蒙
っ
た
長
与
町
な
ど
の
被
災
地
は
‘

翌
七
月
二
十
四
日
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受

け
、
ま
た
、
中
小
企
業
被
害
が
八
月
二
十
日
、

公
共
土
木
施
設
・
農
地
等
被
害
が
九
月
十
八
日
、

激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
、
復
旧
が
な
さ
れ
た
。

ミ
リ
の
脅
威
．

7
．
23長
崎
大
水
害
記
録
集
」

に
内
容
掲
載
）
。

最
後
ま
で
残
っ
た
農
林
関
係
と
公
共
土
木
の

災
害
復
旧
係
の
対
応
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

農
林
関
係
復
旧
は
、
建
設
部
経
済
課
が
担
当
、

対
応
し
た
。
被
害
が
余
り
に
も
大
き
く
、
町
で

は
、
経
済
課
に
農
林
関
係
の
災
害
復
旧
係
を
新

設
し
、
職
貝
三
名
を
配
漑
、
他
部
課
か
ら
三
名

人
事
異
動
し
て
増
貝
、
対
応
し
た
。

実
地
測
最
と
査
定
、
実
施
設
計
書
づ
く
り
は
‘

当
初
、
上
長
与
地
区
公
民
館
を
本
部
・
宿
泊
所

に
当
て
、
二
階
会
議
室
を
利
用
し
て
作
成
し
た

が
、
五
十
八
年
一
月
九
日
か
ら
、
五
十
九
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
一
年
八
カ
月
間
、
長
与
小
学

校
の
プ
レ
ハ
プ
旧
校
舎
に
対
策
室
を
設
け
、
査

定
、
実
施
設
計
書
づ
く
り
な
ど
に
務
め
た
。

ま
た
、
五
十
七
年
八
月
始
め
か
ら
長
崎
県
、

県
下
市
町
、
土
地
改
良
事
業
団
お
よ
ぴ
県
外
の

島
根
、
烏
取
県
か
ら
五
十
四
人
、
延
ベ
一
、
ニ

二
九
人
の
派
遣
職
貝
の
応
援
を
受
け
た
。

災
害
対
策
室
で
の
人
貝
態
勢
は
、
別
表
「
農

林
関
係
災
害
対
策
室
で
の
人
貝
態
勢
状
況
」
の

通
り
で
あ
る
が
、
延
べ
従
事
者
数
は
、
職
貝
が

‘、/‘ぶら、へ＼

/
J

い
い
ぐ
．

復
旧
工
事
完
了

深
夜
ま
で
続
く
設
計
書
づ
く
り

1

57年
い
つ
ば
い
対
策
本
部
と
な
っ
た
上
長
与

地
区
公
民
館
会
議
室
。

職
貝
増
を
は
か
っ
て
の
対
策
室
で
あ
っ
た
が
、

膨
大
な
被
害
個
所
の
復
旧
工
事
の
設
計
害
作
成

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
平
日
の
時
間
外
勤
務

や
日
、
祭
日
の
出
勤
な
ど
多
忙
を
き
わ
め
た
。

ま
た
、
測
批
、
設
計
作
業
で
寝
泊
り
す
る
時
、

ふ
と
ん
な
ど
の
誰
備
や
毎
日
の
食
事
を
ど
う
す

る
か
な
ど
、
仕
事
を
す
る
前
の
準
備
が
大
変
だ

こ。t
 

つ

一
、
応
急
復
旧
・
救
援
活
動

3
 

7
.
2
 

八
人
に
上
っ
て
い
る
。

農林関係災害対策室での人員態勢状況

＼ 平常時 最多時 延 ベ

職 貝 3 人 4 人 2,246 人

応援派遣職員 6 7 1,229 

アルバイト 2 3 1,479 
(,<ート）

設計業者 2 8 1,948 
(7社）
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58
年
1
月
ま
で
対
策
本
部
を
設
置
し
た

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
音
楽
室
）

公共土木関係災害対策室での人員態勢状況

公共土木関係復旧は建設部建設課で担

当、対応した。災害復旧工事を進めるに

当たっての査定、実施設計習づくりには

人事異動で二名の増員をはかり[係員四

名を配置、災害復旧係を設罹対応した。

実地測罷と査定、実施設計害作成業務

は、当初勤労背少年ホームで行っていた

が、五十八年二月一日から五十九年九月

三十日までの一年七カ月の間、長与小学

校プレハプ旧校舎に対策室を設け業務に

務めた。

＼ 平常時 最多時 延 ベ

職 員 4 人 7 人 3,840 人

応援派遣職貝 2 2 298 

アルバトイ） ト 3 3 1,800 
（パー

委託設計業者 3 15 1,620 

J
I
↓“̂ 

や
県
下
市
町
か
ら
十
一
人
、
延
ベ
ニ
九
八
人
の
派

遣
職
貝
の
応
援
を
受
け
た
。
災
害
対
策
室
で
の

人
貝
態
勢
は
、
別
表
「
公
共
土
木
関
係
災
害
対

策
室
で
の
人
貝
態
勢
状
況
」
の
通
り
で
あ
る
が
、

延
べ
従
事
者
数
は
、
職
員
が
三
、
八
四

0
人
、
委

託
設
計
業
者
は
一
、
六
二

0
人
に
上
っ
て
い
る
。

農
林
関
係
と
同
じ
く
、
職
貝
増
を
は
か
っ
て

の
対
策
室
で
あ
っ
た
が
、
膨
大
な
被
害
個
所
復
旧

の
設
計
書
作
成
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
平
日

の
時
間
外
勤
務
や
日
・
祭
日
の
出
勤
な
ど
多
忙

を
き
わ
め
た
。
特
に
、
査
定
時
は
、
夜
を
徹
し

て
の
設
計
書
づ
く
り
も
あ
っ
た
。

国
・
県
の
災
害
査
定
は
、
農
林
関
係
が

九
次
、
公
共
土
木
関
係
が
五
次
に
亘
っ
て

行
わ
れ
、
そ
の
査
定
に
基
づ
い
て
実
施
設

計
が
組
ま
れ
、
農
林
関
係
は
五
十
七
ー
五

十
九
年
度
の
三
カ
年
度
で
、
公
共
土
木
関

係
は
町
単
独
事
業
を
除
い
て
、
五
十
七
ー

五
十
八
年
度
の
ニ
カ
年
度
で
復
旧
工
事
は

完
成
し
た
。

そ
の
実
施
個
所
数
と
工
事
額
は
、
農
林

関
係
が
四
百
七
十
九
カ
所
、
十
五
億
九
千

三
百
六
十
六
万
六
千
円
、
公
共
土
木
関
係

は
補
助
対
象
が
二
百
六
十
ニ
カ
所
、
八
億

一
千
六
百
八
十
三
万
三
千
円
、
町
単
独
事

業
百
ニ
カ
所
、
九
干
九
十
万
四
千
円
と
な

っ
て
い
る
。

平
木
場
川
に
つ
い
て
は
、
災
害
の
現
状

を
踏
ま
え
、
災
害
関
連
事
業
と
し
て
認
可

を
得
て
、
千
六
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
改
良

復
旧
事
業
が
実
施
さ
れ
、
在
来
河
川
が
拡

幅
改
良
さ
れ
た
。

ま
た
、
緊
急
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

（
事
業
主
体
、
県
）
と
し
て
、
町
内
で
十
二

カ
所
、
総
事
業
費
三
億
六
千
六
百
二
十
万

円
が
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
（
事
業

主
体
、
町
）
で
七
カ
所
、
総
事
業
費
六
千

八
百
四
十
万
円
が
施
行
さ
れ
た
。
な
お
、
六
十

年
度
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
（
事
業
主
体
、

町
）
と
し
て
六
カ
所
、
総
事
業
費
五
千
九
百
万

円
が
現
在
施
行
中
で
あ
る
。

農
林
関
係
四
百
七
十
九
カ
所
、
公
共
土
木
関

係
二
百
六
十
ニ
カ
所
（
町
単
独
事
業
除
く
）
の

工
事
施
行
に
は
、
工
事
請
負
業
者
が
農
林
関
係

二
十
九
社
、
公
共
土
木
関
係
三
十
五
社
が
参
加
、

町
内
、
長
崎
市
内
業
者
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
県

か
ら
の
四
社
も
受
注
し
た
。
ま
た
、
工
事
施
行

に
は
、
下
請
業
者
が
五
島
な
ど
も
含
み
、
九
州

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
。
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災
害
復
旧
工
事
現
場
を
視
察
す
る
吉
田
町
長

ほ
か
町
関
係
職
員
ら
。
(
5
8
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6
.
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57年災 (7•23大水害）
農林関係災害復旧の地区別実施状況

（単位：干円）

農 地 農業用施設 合 計

ヵ所 実施額 ヵ所 実施額 カ所 実施額

16 11,569 lll 228,335 125 239,904 

木 場 21 19,894 69 526,390 85 546,284 

根 18 19,165 17 118,114 35 137,279 

無 田 11 8,430 13 164,990 23 173,420 

田 17 17,316 43 53,332 55 70,648 

田 1 8 I 7,718 43 136,516 51 144,234 

里 I 2 | 1,346 14 33,563 16 34,909 

藤 3 4,077 12 17,664 15 21,741 

岡 10 10,564 64 214,683 74 225,247 

計 106 100,079 386 1,493,587 479 1,593,666 

57年災 (7•23大水害）
公共土木施設災害復旧の地区別実施状況（補助対象事業）

（単位：干円）

河 J I I 道 路 橋 梁 合 計

カ所 実施額 カ所 実施額 カ所 実施額 カ所 実施額

Ill 内 16 28,581 10 7,707 2 5,980 28 42,268 

木 場 7 235,108 8 10,730 2 391 17 246,229 

根 3 20,496 1 2,023 4 22,519 

無 田 7 40,677 10 15,648 1 3,759 18 60,084 

田 1 30 | 74,263 64 151,640 1 2,698 95 228,601 

田 1 15 1 28,009 6 9,662 21 37,671 

＇ 
里 I 7 | 11,131 2 2,662 ， 13,793 
藤 1 1.169 6 3,886 7 5,055 

岡 32 113,461 31 47,152 63 160,613 

計 I 1 18 | 552,895 138 251,110 6 12,828 262 816,833 
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57年災(7・23大水害）
公共土木施設災害復旧の地区別実施状況（町単独事業） （単位：千円）

河 Jll 道 路 橋 梁 合 計

カ所 実施額 ヵ所 実施額 ヵ所 実施額 カ所 実施額

本 Ill 内 4 1,020 2 553 2 887 8 2,460 

平 木 場 1 4,375 1 4,375 

根 2 410 5 607 1 136 8 1,153 

吉 無 田 4 2,961 12 16,275 1 470 17 19,706 

裔 田 7 6,770 23 35,332 1 354 31 42,456 

丸 田 6 1.495 7 1,453 13 2,948 

船 里 4 975 3 4,080 7 5,055 

斉 藤 1 740 1 740 

岡 11 10,344 5 1,667 16 12,0ll 

ムロ 計 38 23,975 59 65,082 5 1,847 102 90,904 

57~59年度
（緊急）急傾斜地崩壊対策事業実施状況 （単位：千円）

地区名 事業主体 自治会名 57年度事業費 58年度事業費 59年度事業費 事業費計

平木場 (1) 県 下 平 25,600 25,600 

平木場 (2) ＂ 上 平 14,500 14,500 

平木場 (3) ＂ 
II 28,600 28,600 

裔 田 (l) ＂ 
西裔田 28,600 28,600 

裔 田 (2) II ＂ 
17,600 17,600 

裔 田 (3) ＂ 道 ノ 尾 18,400 18,400 

根 II 根 17,900 17,900 

丸 田 ＂ 丸田 谷 17,500 17,500 

斉 藤 ＂ 
毛屋白渾 15,600 15,600 

船 里 ＂ 
皆

即．． 47,500 45,000 92,500 

吉無田 (2) ＂ 
辻 後 39,400 39,400 

高 田 ＂ 道 ノ 尾 50,000 50,000 

吉無田 (1) 町 辻 後 10,000 10,000 20,000 

吉無田 (2) II 

＂ 
9,000 9,000 

吉無田 (3) II II 4,400 4,400 

西裔田 (1) ＂ 
西裔田 10,000 10,000 

西裔田 (2) ＂ 
II 10,000 10,000 

西高田 (3) ＂ ＂ 
10,000 10,000 

斉 藤 ＂ 
毛屋白湘 5,000 5,000 

（県）計12ヵ所 271,200 95,000 366,200 

（町）計7ヵ所 10,000 58,400 68,400 

合計 19ヵ所 271,200 105,000 58,400 434,600 
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町
内
県
管
理
公
共
土
木
施
設
で

は
、
駅
前
橋
附
近
の
長
与
川
河
川

決
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

県
（
長
崎
土
木
事
務
所
）
で
復
旧

事
業
が
な
さ
れ
、
次
の
通
り
の
施

行
状
況
で
あ
っ
た
。

長
与
川
河
川
復
旧
に

一
億
五
千
万
円

57年災(7・23大水害）

町内県管理公共土木施設実施状況
（単位：干円）

区 分 力 所 実 施 額

長 与 川（二級河川） 25 154,942 

高 田 川（二級河川） 15 59,771 

南田）ll内川（二級河川） 6
 

15,252 

県道長崎多良見線 6
 

15,072 

県道束長崎長与線 7
 

27,076 

国 道 2
 ゜
7
 
号 線 10 73,299 

計 69 345,412 

60年度施行中

急傾斜地崩壊対策事業実施状況
（単位：干円）

［ 
60年度 6呼度までの

地区名 自治会名
事業費 全体事業費

西高田(1) 町 西高田 9,000 19,000 

西高田(2) II II 10,000 20,000 

西高田(3) II ＂ 10,000 20,000 

斉 藤 ＂ 毛屋白禅 10,000 15,000 

吉無田(4)
＂ 池 山 10,000 10,000 

平木場
＂ 上

平 10,000 10,000 

計 6ヵ所 59,000 94,000 

l
B
1
1
i―

 

[*[[[>

<nu[

抱
え
た
上
長
与
地
区
公
民
館
で
は
、
炊
車
合
わ
せ
ら
れ
な
い
。
午
前
二
時

1
三
時

の
お
ば
さ
ん
二
人
を
雇
っ
て
朝
、
昼
、
晩
連
夜
の
残
業
が
続
く
な
か
、
い
ろ
い
ろ

の
食
事
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
、
復
旧
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
生
ま
れ
た
。

業
に
専
念
で
き
た
。
日
夜
の
激
務
の
疲
労

s君
の
話
。
妻
が
お
産
で
実
家
に
帰
っ

回
復
に
と
、
時
た
ま
ス
タ
ミ
ナ
食
も
。
い
る
こ
と
と
重
な
っ
て
、
妻
の
お
じ
さ

深
夜
ま
で
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
就
寝
し
、

S
君
宅
に
い
つ
電
話
し
て
も
通
じ
な
い
一

”
大
い
ぴ
き
を
誇
る
“
派
遣
職
貝
の

0
さ
ん
お
か
し
い
。
あ
ら
ぬ
疑
い
（
異
性
問
題

を
離
れ
て
、
同
じ
派
遣
職
貝
の

N
さ
ん
、
を
か
け
ら
れ
る
羽
目
に
な
っ
た

S
君゚

ふ
と
ん
を
抱
え
て
別
室
へ
。
そ
れ
で
も
、
情
が
分
か
っ
て
大
笑
い
。

S
君
に
「
そ

フ
ロ
ア
を
こ
だ
ま
す
る
い
ぴ
き
の
音
。
は
ご
苦
労
さ
ん
」
。
そ
れ
だ
け
忙
し
か
っ

七
月
二
十
六
日
、
平
木
場
川
で
大
き
な
ス
と
の
こ
と
。

ッ
ボ
ン
を
捕
ま
え
た
。
疲
れ
た
体
を
癒
（
い
）
◇
県
内
の
み
か
、
遠
く
島
根
、
烏
取
な
ど

や
そ
う
と
、
割
ぼ
う
、
料
理
店
数
店
に
調
理
ら
も
派
遣
職
員
の
応
援
を
受
け
た
。
多
忙

を
問
い
合
わ
せ
た
が
、
災
害
で
水
が
出
な
な
復
旧
工
事
を
通
じ
て
、
異
地
の
人
た
ち

い
、
料
理
を
し
き
ら
な
い
、
と
か
で

N
君
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
。
心
と
け

の
池
に
入
れ
て
い
た
が
、
か
わ
い
そ
う
に
あ
い
課
の
忘
年
会
に
来
た
人
も
。

な
っ
て
元
の
平
木
場
川
に
放
し
て
や
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
全
国
の
み
な

食
べ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
ス
ッ
ポ
さ
ん
。

ン
く
ん
。
今
頃
ど
う
し
て
い
る
か
ナ
。

-62-



緊急急傾斜地崩壊対策事業

(58.5.30、嬉里郷皆前・ 20ページ復旧）

復l日は進む―
平木場郷隠JI¥内川水路護岸工事
(58. 5. 25、30ページ復旧）

｀
 

新
鮮
な
野
菜
を
手
に
収
穫
の
喜
び
の
木
岡
さ
ん
ら
。

水
田
に
復
旧
で
き
な
い
農
地
を
地

主
の
好
意
で
近
所
の
人
た
ち
に
開

全
f

放
、
親
と
チ
の
菜
園

づ
く
り
に
喜
ば
れ
て

ゞ

い
ま
す
。

農
地
は
三
根
郷
下

洗
切
橋
下
流
の
水
田
。

7
.
2
3
大
水
害
時
、

上
流
か
ら
土
砂
、
石

こ
ろ
、
樹
木
、
ガ
ラ

ス
な
ど
が
大
最
に
流

入
し
て
き
て
堆
積
、

地
主
の
平
木
場
郷
下

平
の
堤
光
夫
さ
ん

（
七
七
）
は
、
ユ
ン
ポ
、

ダ
ン
プ
な
ど
を
入
れ

整
地
し
ま
し
た
が
、

今
年
水
田
と
す
る
こ

と
を
断
念

L
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
近
く
の

人
た
ち
に
、
「
野
菜

で
も
作
っ
て
み
て
は
」

と
話
し
か
け
た
と
こ

7
.
2
3
長
崎
大
水
杏
は
町
内
に

大
き
な
被
害
を
残
し
ま
し
た
が
、

親
子
、

近
所
の
ふ
れ
あ
い
に
一
役

水
害
跡
地
で
野
菜
づ
く
り

晶良磨

贔`広
報
な
が
よ

58
年
8
月
号
か
ら

ろ
｀
堤
さ
ん
の
好
意
に
木
岡
洋
祐

さ
ん
（
四
o
l
、
池
田
正
春
さ
ん
(-ik)

ほ
か
四
戸
が
野
菜
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な
農

業
は
初
め
て
。
水
田
二
枚
、
約
二

〇
ア
ー
ル
に
は
各
戸
思
い
／
＼
に

キ
ュ
ウ

11
、
ナ
ス
ピ
、
カ
ポ
チ
ャ
‘

ト
マ
ト
｀
ピ
ー
マ
ン
、
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
よ
う
見
其
ね
で
野
菜
づ
く
り

を
し
て
い
る
と
、
近
く
の
農
家
の

人
が
肥
料
の
施
し
方
、
作
物
の
作

り
方
を
教
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。

初
め
て
野
菜
づ
く
り
を
経
験
‘

土
と
親
し
み
、
自
分
の
手
で
作
っ

た
物
を
食
ぺ
ら
れ
る
喜
ぴ
を
味
わ

い
ま
し
た
が
、
農
家
の
苦
労
も
わ

か
り
ま
し
た
。

水
杏
が
生
ん
だ
菜
園
づ
く
り
。

お
か
げ
で
、
近
所
同
志
や
牒
家
と
‘

親
し
く
話
し
合
え
る
こ
と
に
な
り
‘

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。
木
岡
さ
ん
は
「
家

族
で
共
通
の
話
題
を
つ
く
り
た
い
、

と
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
土
と
親
し
み
、
話
し
合

い
の
場
と
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
私

は
営
農
日
誌
を
つ
け
て
、
貴
重
な

野
菜
づ
く
り
を
体
験
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

賞
重
な
野
菜
づ
く
り
体
験
と
仲

間
づ
く
り
の
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
堤
さ
ん
。
こ
の
農
地
は
、

米
年
度
整
地
し
て
水
田
に
復
旧
す

る
予
定
で
す
。
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荒
木
愛
子
（
辻
後

•
4
3
)

温
か
い
励
ま
し
で

家

屋

再

建

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
三
日
の
長
崎
大
水

害
は
私
た
ち
に
自
然
災
害
の
計
り
知
れ
ぬ
力
最

を
眼
の
当
た
り
に
見
せ
付
け
ら
れ
た
。

翌
朝
、
戸
外
の
目
に
入
る
光
景
に
、
た
だ
、

た
だ
茫
然
と
立
ち
尽
く
し
、
そ
し
て
座
り
こ
ん
で

し
ま
っ
た
。
近
所
の
家
、
み
か
ん
畑
、
水
田
と

見
回
っ
て
そ
の
災
害
の
渡
ま
じ
さ
に
口
も
き
け

な
く
な
っ
た
。
川
も
道
路
も
そ
の
姿
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
全
く
見
当
も
付
か
な
い
。
目
に
見

え
る
の
は
石
、
石
、
そ
れ
も
土
や
小
さ
い
石
は

下
流
へ
押
し
流
さ
れ
残
っ
た
も
の
は
数
ト
ン
も

あ
る
大
石
ば
か
り
で
あ
る
。
昔
か
ら
幾
度
か
の

災
害
に
も
め
げ
ず
自
力
で
復
旧
し
農
地
を
守
っ

て
き
て
い
る
の
に
、
今
度
ば
か
り
は
と
て
も
手

に
負
え
な
い
大
水
害
で
あ
る
。
運
よ
く
残
っ
た

水
田
や
畑
も
用
水
溝
や
川
が
な
く
て
は
水
田
の

機
能
を
果
た
さ
ず
、
道
路
の
な
い
畑
は
耕
作
も

み
か
ん
の
取
り
入
れ
も
出
来
な
い
。
も
う
農
業

も
出
来
な
い
と
思
う
と
、
惜
け
な
く
な
っ
て
涙

が
出
て
来
た
。

秋
の
収
穫
を
目
前
に
し
て
水
稲
も
穂
が
出
ず

み
か
ん
も
ひ
よ
烏
の
エ
サ
か
と
思
う
と
こ
れ
ま

で
の
手
入
れ
が
無
に
な
っ
て
し
ま
う
。
何
ん
と

か
な
ら
ぬ
か
と
思
案
す
る
内
、
役
場
の
方
か
ら

も
次
々
と
救
援
の
手
を
打
っ
て
い
た
だ
き
、
仮

設
農
道
建
設
や
水
田
に
は
揚
水
ポ
ン
プ
の
貸
し

出
し
等
を
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
、
大
石
と

プ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
四
ツ
相
撲
で
何
と
か
通
れ
る

道
路
が
出
来
上
が
り
、
農
作
業
の
苦
労
を
無
に

す
る
事
な
く
秋
の
収
穫
が
出
来
ま
し
た
。
あ
の

時
の
有
難
さ
は
生
涯
忘
れ
え
ぬ
喜
こ
ぴ
で
し
た
。

ま
た
、
本
復
旧
の
た
め
の
町
の
方
の
説
明
会

や
ク
イ
打
ち
な
ど
、
箔
々
と
進
む
復
旧
計
画
に

一
時
は
災
害
の
ダ
メ
ー
ジ
で
生
気
を
失
っ
て
い

た
私
た
ち
も
一
筋
の
光
明
と
し
て
期
待
を
し
、

本
復
旧
完
成
を
心
待
ち
し
な
が
ら
被
災
者
と
し

て
協
力
で
き
る
事
は
し
て
行
か
ね
ば
、
と
思
い

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
関
係
者
の
昼
夜
を
徹

し
て
の
ご
尽
力
で
、
河
川
も
道
路
も
橋
梁
も
景

観
美
し
く
、
再
ぴ
水
害
は
起
き
な
い
で
あ
ろ
う

ガ
後
ろ
が
吉
無
田
郷
辻
後
地
区
緊
急
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
施
行
地
。

／
／
 ン

暖
か
い
応
援
と
励
ま
し

を
受
け
、
親
戚
の
家
に

寄
宿
さ
せ
て
も
ら
い
‘

家
の
後
片
づ
け
と
、
役

場
へ
復
旧
の
お
願
い
に

日
参
し
た
。
二
十
日
ほ

ど
し
て
県
の
仮
設
住
宅

に
入
居
し
た
。
二
年
の

期
限
付
き
で
そ
の
間
に

家
の
再
建
を
考
え
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
跡
地

が
使
用
不
可
能
に
な
っ

た
た
め
、
土
地
さ
が
し

か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

幸
い
に
も
町
内
に
見
つ

か
り
、
家
の
建
設
が
出

来
た
。
災
害
を
受
け
た
苦
し
み
、
悲
し
み
も
こ

れ
で
払
拭
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
避
難
し
て
い

な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
か
ら
、
町
で
は
危
険
個
所
を
完
全
に
チ
ェ

ッ
ク
し
気
象
状
況
を
把
握
し
て
早
め
に
避
難
情

報
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

わ
が
辻
後
地
区
で
は
全
壊
、
半
壊
家
屋
、
床

上
床
下
浸
水
家
屋
、
崩
壊
地
等
、
被
害
が
か
な

り
大
き
か
っ
た
た
め
、
町
の
呼
ぴ
か
け
に
よ
り

早
速
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
五
月
に
防

災
組
織
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
被
害
を
目
の

当
た
り
に
見
て
防
災
の
必
要
性
を
切
実
に
感
じ

ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
私
も
こ
の
経
験
を
無
駄
に

し
な
い
よ
つ
に
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て
の
注

意
を
怠
ら
ず
、
常
に
心
の
準
備
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
自
主

防
災
組
織
災
害
訓
練
は
ぜ
ひ
定
期
的
に
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
誌
上
を
お
借
り

し
て
町
＇
役
場
の
方
々
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、

そ
し
て
、
ご
厚
意
と
励
ま
し
を
お
寄
せ
く
だ
さ

っ
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

山田橋架け替え

7
.
2
3長
崎
大
水
害
か
ら
早
く
も
三
年
が
過

ぎ
た
。
つ
い
こ
の
前
の
よ
う
に
記
憶
に
新
し
く
、

忘
れ
よ
う
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
で
あ

っ
た
。
長
く
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
、
そ
の
日

の
夕
方
か
ら
急
に
雨
足
が
ひ
ど
く
な
り
、
七
時

か
ら
八
時
頃
に
は
最
高
の
降
り
方
だ
っ
た
。

日
頃
か
ら
衷
山
が
危
険
だ
な
あ
と
は
思
っ
て
い

た
。
ま
さ
か
崩
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

が
、
万
一
の
た
め
に
と
主
人
の
お
位
牌
と
賞
重

品
を
持
ち
、
す
ぐ
に
逃
げ
出
せ
る
様
に
と
、
用

意
だ
け
は
し
て
い
た
。
相
変
ら
ず
ひ
ど
い
降
り

で
あ
る
。
十
時
頃
に
消
防
団
の
方
が
来
ら
れ
て
、

す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
い
わ
れ
、
私
た
ち

は
す
ぐ
に
近
所
の
家
に
避
難
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
十
一
時
を
少
し
回
っ
た
頃
、
隣
家
の
奥
さ

ん
の
「
産
が
く
ず
れ
る
、
皆
ん
な
逃
げ
て
」
と

い
う
叫
ぴ
声
が
聞
こ
え
て
、
そ
の
家
か
ら
飛
ぴ

出
し
、
下
の
方
へ
逃
げ
よ
う
と
し
て
、
ふ
と
振

り
向
く
と
、
す
ご
い
音
と
共
に
崖
が
く
ず
れ
て

き
て
、
家
が
ま
る
で
映
画
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ

ン
の
一
コ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り

と
倒
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
火
花
が
パ
チ
パ
チ

と
音
を
た
て
て
あ
が
っ
た
。
ー
家
が
崩
れ
た
ー

私
は
呆
然
と
立
ち
す
く
み
、
し
ば
ら
く
す
る
と

体
が
震
え
て
来
た
。
子
供
が
「
お
母
さ
ー
ん
」
と

叫
ん
で
し
が
み
つ
い
て
来
た
。
私
は
母
と
子
供

た
ち
を
両
脇
に
抱
え
て
、
大
丈
夫
、
大
丈
夫
と

つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
翌
日
か
ら
近
所
の
方
々
の

溝

上

流
速
に
も
注
意
し
よ
う

あ
の
水
害
も
塞
翁
が
馬

博
（
上
平
•
4
7
)

と
思
わ
れ
る
立
派
な
工
事
が
完
成
し
、
水
に
お

の
の
く
事
の
な
い
毎
日
が
過
ご
せ
る
日
が
や
っ

て
来
た
の
で
す
。

し
か
し
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
、

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
防
災
知
識
の
普
及

に
力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
非
常
時

態
に
備
え
た
知
識
を
よ
り
多
く
吸
収
し
て
お
く

事
が
防
災
上
一
番
重
要
と
考
え
ま
す
。

災
害
か
ら
一
段
落
し
て
上
流
の
山
に
登
っ
て

見
ま
す
と
、
地
滑
り
と
同
時
に
多
く
の
大
木
が

流
出
し
、
途
中
で
立
木
や
大
石
に
引
っ
か
か
り
、

そ
れ
に
土
砂
が
目
詰
ま
り
し
、
一
時
期
湖
水
の
状

態
に
な
り
、
立
木
や
大
石
が
そ
の
水
圧
に
堪
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
一
度
に
何
百
何
干
ト
ン
の
水

が
流
れ
下
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

濁
流
や
橋
を
渡
っ
た
り
、
川
の
傍
を
通
る
時
な

ど
万
全
の
態
勢
と
注
意
が
肝
要
な
る
所
以
と
い

え
ま
す
。
避
け
ら
れ
ぬ
災
害
か
ら
被
災
を
最
少

限
に
押
え
る
努
力
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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五
十
七
年
七
月
二
十
三

日
、
当
時
私
の
家
の
周
り

は
田
圃
と
み
か
ん
畑
、
衷

に
は
小
さ
な
川
と
五
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
離
れ
て
悔
が

あ
り
、
隣
家
も
ま
た
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
ま

し
た
。そ
の
日
は
七
時
頃
か
ら

風
雨
が
ひ
ど
く
停
雷
と
な

り
、
気
象
状
況
を
知
り
た

く
て
慌
て
て
ラ
ジ
オ
を
出

し
ま
し
た
が
、
龍
池
が
な

く
な
っ
て
い
て
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
状

況
を
聞
こ
う
と
思
い
知
人
へ
龍
話
し
て
も
通
じ

ず
、
私
と
子
供
三
人
は
弧
立
状
態
と
な
り
、
お

ろ
お
ろ
す
る
私
に
子
供
も
落
ち
つ
か
ず
あ
と
を

つ
い
て
回
る
の
で
、
少
し
で
も
落
ち
つ
か
せ
よ

う
と
思
い
横
に
な
る
と
、
二
人
は
す
ぐ
に
眠
り

静
か
に
な
っ
た
が
、
川
か
ら
は
大
き
な
石
が
水

備えあれば
憂いなし

高田
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長与川復旧（吉無田、駅前橋附近）

夕
方
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は
増
々
強
く
な
り

私
た
ち
は
家
に
と
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
、
「
え
ら

い
降
る
な
ー
ー
」
っ
と
言
い
な
が
ら
寝
こ
ろ
ん

で
い
ま
し
た
。
雨
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
強
く
な
り
、

一
歩
も
外
へ
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
し

た
ら
隣
の
人
が
、
「
こ
こ
の
貯
蔵
廊
は
二
棟
共

な
か
ご
た
る
ヨ
」
と
言
わ
れ
、
始
め
は
ピ
ン
と

頭
に
米
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
の
流
れ
る
よ
う
な
大

き
な
川
は
な
く
全
く
の
安
全
地
帯
だ
っ
た
か
ら

で
す
。夜
が
明
け
て
明
る
く
な
っ
た
の
で
出
て
見
る

と
、
四
十
年
余
り
の
ミ
カ
ン
の
大
樹
は
根
こ
げ

し
て
押
し
流
さ
れ
、
大
き
な
岩
と
共
に
裔
い
山

か
ら
川
を
作
っ
て
下
り
、
堤
の
中
に
入
り
山
を

つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
二
棟
の
貯
蔵
廊
と
、
ミ

カ
ン
山
に
と
り
つ
け
た
モ
ノ
レ
ー
ル
も
押
し
流

さ
れ
、
無
残
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
お
見
舞

い
に
米
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
も
た
だ
銹
き
の

声
ば
か
り
で
し
た
。
応
急
復
旧
で
、
押
し
流
さ

れ
た
二
棟
の
貯
蔵
庫
の
解
体
作
業
に
町
消
防
団

第
七
分
団
の
み
な
さ
ん
が
、
復
旧
作
業
に
努
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

復
旧
工
事
の
手
始
め
と
し
て
、
親
せ
き
の
人

を
加
勢
し
て
も
ら
い
、
岩
割
り
か
ら
始
め
ま
し

た
。
ま
る
で
石
切
場
で
も
出
来
た
よ
う
で
し
た
。

日
が
た
つ
に
つ
れ
、
気
ば
か
り
あ
せ
り
無
理
な

こ
と
と
知
り
な
が
ら
再
々
、
役
場
に
も
お
頓
い

し
て
復
旧
工
事
か
始
ま
り
、
大
き
な
爪
機
が
入

ぶ

ヽ

‘

ぶ

〉

f

忍、

完成した土止め擁壁をパックに谷口さん。

パックの貯蔵庫も建て直した。

っ
て
来
ま
し
た
。
先
づ
、
道
路
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
（
高
接
し
て
、
き
れ

い
な
ミ
カ
ン
が
よ
う
や
く
な
り
か
け
た
矢
先
、

木
を
切
ら
ね
ば
道
路
が
出
米
ず
大
変
残
念
で
し

た
。
み
る
み
る
う
ち
に
重
機
は
頂
上
ま
で
上
っ

て
行
き
ま
し
た
。
工
事
が
始
ま
る
と
毎
日
天
気

が
悪
く
、
登
っ
た
り
下
っ
た
り
が
大
変
で
し
た
。

道
具
を
上
げ
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
上
げ
た

り
、
道
な
き
所
の
不
便
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し

た
。
不
便
さ
も
あ
っ
て
暑
い
う
ち
か
ら
ミ
カ
ン

の
収
穫
時
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
道
な
し
で
は

ミ
カ
ン
が
巡
べ
ま
せ
ん
。
気
が
焦
り
ま
す
。
私

も
朝
に
晩
に
道
路
の
仕
上
げ
に
一
生
け
ん
命
働

激
流
で
自
宅
裏
の
長
峰
川
が
決
壊
。
復
旧
完
成
し
た
護
岸
に
立
つ
高
田
さ
ん
。

に
お
し
流
さ
れ
る
音
が
耳
に
靱
き
大
変
不
安
で

し
た
。
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、
自
宅
の
橋
に
流

水
が
あ
た
り
噴
水
の
よ
う
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
、

家
に
毅
い
か
か
り
、
周
り
も
川
と
な
っ
て
ど
ん

ど
ん
流
れ
ま
し
た
。
水
が
す
ぐ
に
で
も
家
へ
入

っ
て
来
そ
う
で
心
配
で
し
た
が
、
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
ず
た
だ
じ
っ
と
主
人
の
帰
り
を
待
ち

常
に

ま
し
た
。
主
人
が
帰
宅
し
た
の
は
、
十

二
時
三
十
分
頃
で
し
た
。
話
を
聞
け
ば

茂
里
町
で
バ
ス
を
降
ろ
さ
れ
た
あ
と
、

十
二
時
頃
の
滴
潮
時
ま
で
に
自
宅
に
箔

き
た
い
一
心
で
、
水
の
中
を
悪
戦
苦
闘

の
末
「
岡
郷
」
ま
で
歩
い
て
来
た
と
言

う
主
人
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
翌
朝

外
へ
出
て
見
た
ら
河
川
は
あ
ち
こ
ち
で

え
ぐ
り
と
ら
れ
、
大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
、
悔
へ
通
じ
る
道
は
四
メ
ー
ト

ル
位
に
わ
た
り
土
が
全
部
流
さ
れ
、
上

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
下
へ
落
ち
て
い
ま

し
た
。
被
害
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
の

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

道
が
な
く
な
っ
た
の
に
は
部
落
の
人

皆
ん
な
が
不
自
由
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
河
川
の
方
も
雨
降
り
や
特
に
梅

雨
の
時
期
に
は
、
少
し
ず
つ
く
ず
れ
て

ゆ
く
河
川
に
日
々
不
安
で
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
翌
五
十
八
年
に
復
旧
工
事

が
施
行
さ
れ
て
今
で
は
海
へ
通
じ
る
道

も
河
川
も
、
工
事
に
関
係
さ
れ
た
方
々

の
お
か
げ
で
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、
少

々
雨
が
ひ
ど
く
降
っ
て
も
安
心
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
被
害
に
よ
っ
て
得

た
私
の
教
訓
と
し
て
は
「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
と
言
う
言
葉
通
り
、
非
常

時
に
必
要
な
品
々
を
揃
え
て
お
く
こ
と
、

特
に
龍
池
が
な
く
て
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
不
自
由
で
し
た
。

非
常
事
態
と
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
、

備
え
て
お
く
べ
き
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

谷
口
勇
作
（
横
平

•
6
2

言
い
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

復
旧
の
苦
労

き
ま
し
た
。

水
害
後
の
み
ん
な
の
苦
労
は
一
言
二
言
で
は

掛
き
尽
く
す
事
は
出
き
ま
せ
ん
。
町
長
さ
ん
を

始
め
皆
様
方
の
ご
支
援
を
受
け
ま
し
て
、
立
派

に
工
事
も
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
途
中
ま
で
で
す
け
れ
ど
も
、
道
路
も
広
く

な
り
、
き
れ
い
に
舗
装
ま
で
し
て
頂
い
て
惜
し

か
っ
た
ミ
カ
ン
の
こ
と
も
忘
れ
て
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
た
だ
、
道
路
は
広
く
、
舗
装
は
さ
れ
ま

し
た
が
、
災
菩
で
す
か
ら
完
全
に
元
に
は
戻
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。
上
の
方
は
、
表
土
が
流
れ
て

し
ま
っ
て
畑
に
な
ら
な
い
し
、
天
気
の
日
で
も

石
こ
ろ
が
コ
ロ
コ
ロ
転
が
っ
て
来
る
よ
う
な
場

所
も
あ
っ
て
、
大
雨
の
時
は
心
配
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
度
の
災
害
は
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
学
ぴ
ま
し
た
。
今
後

の
教
訓
と
し
て
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
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西
彼
長
与
町
を
中
心
に
集
中
栄
雨
。
山
崩
れ
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
で
多
数
の
死
傷
者
、
行
方
不

明
者
が
出
た
も
よ
う
ー
と
の
想
定
で
、
五
十
八

年
五
月
二
十
五
日
、
長
与
町
岡
郷
、
長
与
港
埋

立
地
で
県
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
関
係

者
約
干
五
百
人
が
参
加
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
セ

ス
ナ
、
上
陸
用
舟
艇
‘
巡
視
艇
な
ど
も
出
動
し

た
大
が
か
り
な
訓
練
だ
っ
た
。

同
防
災
訓
練
は
、
各
種
災
寧
＝
発
生
に
備
え
て
、

各
防
災
関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携
‘
協
力

の
も
と
に
、
現
実
に
即
し
た
災
害
対
策
の
迅
速

か
つ
適
切
な
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
総
合
的

な
訓
練
を
行
い
、
有
事
即
応
の
体
制
強
化
を
期

す
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
に
防
災
意
識
の
高

揚
と
普
及
を
図
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
。

7
.
2
3長
崎
大
水
害
一
年
目
を
迎
え
よ
う
と

す
る
時
期
、
あ
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
、
長
与
町
消
防
団
二
百
九
十
名

が
避
難
誘
砕
、
救
出
・
救
渡
、
水
防
工
法
等
の

訓
練
を
、
長
与
町
婦
人
会
五
十
名
が
非
常
食
の

炊
き
出
し
、
配
給
を
、
長
与
町
自
衛
消
防
隊
三

隊
六
十
名
が
初
期
消
火
（
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
）
と

消
火
器
に
よ
る
消
火
活
動
を
行
っ
た
。

（
吉
無
田
郷
辻
後
地
区
住
民
）

集
中
豪
雨
発
生
_

_

 

3

避
難
命
令
で
第
二
中
学

校
に
避
難

長
与
港
で
県
総
合
防
災
訓
練

、
7
.
2
3
の
教
訓
生
か
せ

災
害
に
備
え
て

ヘリコブターによる負傷者救出

（海上保安庁）

土
砂
に
埋
ま
っ
た
乗
用
車
を
救
助

（
町
消
防
団
第
六
分
団
）

積
土
俵
（
町
消
防
団
第
一
・
ニ
分
団
）
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土
石
流
の
予
警
報
装
置

丸
田
郷
丸
田
谷
に
土
石
流
の
予
替
報
装
匹
が

五
十
八
年
六
月
、
設
置
さ
れ
た
。

7
.
2
3長
崎
大
水
害
は
、
県
下
に
三
百
人
近

い
尊
い
犠
牲
者
を
出
す
な
ど
、
各
地
で
大
き
な

被
害
を
蒙
っ
た
が
、
犠
牲
者
の
大
半
が
土
石
流

や
が
け
崩
れ
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
全
国
に
さ
き
が
け
開
発

さ
れ
た
ば
か
り
の
「
土
石
流
予
替
報
シ
ス
テ
ム
」

を
自
主
避
難
体
制
の
一
助
に
と
県
下
十
三
ヵ
所

に
設
罰
し
た
。

県
が
設
置
し
た
土
石
流
予
警
報
装
置
（
丸
田
谷
）

長
与
町
に
は
一
ヵ
所
、
丸
田
郷

丸
田
谷
の
上
杉
福
舟
さ
ん
宅
上
に

設
樅
さ
れ
、
地
域
住
民
約
五
十
世

帯
の
＂
大
雨
の
見
張
り
番
＂
を
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

丸
田
谷
に
設
平
叫
さ
れ
た
の
は

T

式
で
、
一
定
の
雨
椛
に
達
す
る
と
、

地
元
の
町
消
防
団
第
八
分
団
長
宅

と
役
楊
に
「
警
戒
雨
罷
を
越
え
ま

し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」

と
非
常
龍
話
を
通
じ
て
、
音
声
で

土
石
流
発
生
の
危
険
を
知
ら
せ
る
。

さ
ら
に
、
セ
ッ
ト
し
て
い
る
一
定

の
雨
徹
を
越
え
る
と
警
報
サ
イ
レ

ン
が
作
動
し
て
住
民
に
避
難
を
呼

び
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
は
、
地
城
住
民
に
同
装
置
の

説
明
会
を
開
い
た
が
、
地
元
、
丸

田
谷
自
治
会
で
は
‘
予
笞
報
装
置

を
使
っ
て
避
難
訓
練
を
行
い
、
災

害
に
備
え
て
い
る
。

二
、
丸
田
谷
に
II

雨
の
見
張
り
番
II

三
、
繰
り
返
す
な
あ
の
惨
禍

周
年
防
災
講
演
会

“
悪
歩
“
か
ら
一
年
。
あ
の
惨
禍
を
二
度
と
総

り
返
す
ま
い
ー
_
7
.
2
3長
崎
大
水
害
一
周
年

の
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日
、
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
防
災
講
浙
会
と
大
水
憲
写
其
展
が
開

•I` 
7.23長
崎
大
水
害
一
周
年
防
災
講
演
会

（
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）‘,＇ー

,

L
こ゚

カ
オ

t
諧
演
会
に
は
、
約
三
百
人
の
町

民
が
参
加
、
大
水
害
で
亡
く
な
っ

た
犠
牲
者
の
霊
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
て
め
い
福
を
祈
っ
た
あ
と
、
吉

田
町
長
が
、
当
時
の
被
害
状
況
と

現
在
ま
で
の
復
旧
状
況
を
説
明
、

災
害
の
な
い
町
づ
く
り
に
努
力
す

る
、
と
誓
っ
た
。

続
い
て
「
集
中
索
雨
と
斜
面
災

害
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
伊
勢

田
哲
也
•
長
崎
大
学
土
木
工
学
部

教
授
の
購
演
に
耳
を
傾
け
た
。

伊
勢
田
教
授
は
、
講
演
の
な
か

で
、
昨
年
の
大
水
害
の
特
徴
と
し

て
「
か
な
り
の
事
前
降
雨
が
あ
っ

た
あ
と
の
集
中
栞
雨
だ
っ
た
た
め
、

土
石
流
の
原
因
と
な
っ
た
」
と
、

災
害
地
の
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
っ

て
、
斜
面
災
害
に
付
き
も
の
の
土

石
流
の
発
生
原
因
な
ど
を
専
門
的

な
立
場
か
ら
指
摘
。
参
加
者
は
、

新
た
め
て
土
石
流
の
恐
し
さ
を
か

み
し
め
て
い
た
。
ま
た
、
映
画

「
7.23長
崎
大
水
寧
き
「
土
石
流
」

が
上
映
さ
れ
、
一
年
前
の
“
悪
夢
“

の
一
夜
を
思
い
起
こ
し
た
。

会
場
前
の
廊
下
で
は
、
当
時
の
被
災
、
救
援

状
況
の
生
々
し
い
カ
ラ
ー
写
其
五
十
点
を
使
っ

た
写
其
展
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
無
残

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
あ
の
日
の
被
災
地
の
写
其

に
見
入
っ
て
い
た
。
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な
が
よ
ぽ
う
さ
い
そ
う
む
な
が
よ
ぼ
う
さ

い
そ
う
む
な
が
よ
ぽ
う
さ
い
そ
う
む
こ
ち

ら
は
な
が
よ
ぼ
う
さ
い

3
（
町
建
設
課
）
ど

゜

う
ぞ
I
新
し
く
導
入
し
た
移
動
系
防
災
行
政
無
線
の

地
波
管
理
局
検
査
が
六
十
年
三
月
十
五
日
終
わ

っ
て
、
こ
の
日
か
ら
同
無
線
の
交
信
が
始
ま
り
、

風
水
審
な
ど
の
災
害
予
防
、
火
災
発
生
の
緊
急

通
報
・
消
防
団
出
動
や
、
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
に
は
、
昭
和
五
十
年
八
月
、
九
州
で
初
め

て
固
定
式
の
防
災
行
政
無
線
（
同
報
無
線
）
が

設
散
さ
れ
た
。
親
局
（
役
場
）
か
ら
発
信
さ
れ

た
雷
波
を
各
地
区
に
設
置
し
て
い
る
受
信
所

（
子
局
）
が
受
け
、
そ
の
ま
ま
拡
声
装
四
に
よ

っ
て
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
拡
声
、
通
報
さ
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。
当
初
五
子
局
で
始

ま
っ
た
の
が
今
で
は
三
十
二
子
局
に
増
え
、
よ

り
迅
速
で
、
正
確
な
広
報
活
動
を
進
め
て
き
た
。

今
回
新
設
し
た
移
動
系
無
線
は
、
固
定
系

（
同
報
無
線
）
が
親
局
か
ら
の
二
方
通
行
的
"

梢
報
伝
逹
で
あ
っ
た
の
を
、
町
公
用
車
、
消
防

車
な
ど
で
の
移
動
局
か
ら
も
梢
報
の
伝
達
、
収

集
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
。
災
害
時
、
移
動
局

を
各
地
に
配
骰
し
て
綿
密
な
通
信
連
絡
を
と
っ

て
‘
迅
速
な
応
急
対
策
を
と
る
と
と
も
に
、
日

常
は
町
行
政
事
務
連
絡
に
役
立
て
る
。

同
無
線
の
通
信
施
設
は
、
役
場
に
四
百
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
の
基
地
局
を
附
き
、
琴
ノ
尾
岳
頂
上
に

高
さ
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
テ
ナ
を
備
え
た
中

継
局
を
設
協
、
移
動
局
（
子
局
）
の
車
載
用
無

線
機
（
町
公
用
車
）
五
台
、
車
載
携
楷
用
無
線

機
（
消
防
車
）
十
台
の
ほ
か
、
携
帯
用
無
線
機

（
役
場
総
務
課
備
付
）
五
台
を
装
備
。
出
力
は
、

車
載
用
、
車
載
携
帯
用
が
十
ワ
ッ
ト
で
、
携
帯

用
が
一
ワ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
総
事
業
費
は

二
千
六
百
六
十
二
万
七
干
円
。

通
信
は
、
基
地
局
（
役
場
・
遠
隔
子
機
）
か

ら
移
動
局
、
移
動
局
か
ら
基
地
局
、
移
動
局
か

ら
移
動
局
へ
と
、
ど
ち
ら
か
ら
で
も
自
由
に
交

信
で
き
る
。

非
常
時
は
、
無
線
管
理
責
任
者
の
指
示
で

「
統
制
」
の
状
態
に
入
る
。
こ
の
状
態
で
は
、

呼
ぴ
出
し
は
す
べ
て
音
声
呼
ぴ
出
し
で
、
災
害
対

策
本
部
へ
入
る
。
各
課
へ
は
災
害
対
策
本
部
か

ら
つ
な
ぐ
。

ま
た
、
広
城
共
通
交
信
も
で
き
、
周
波
数
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
切
り
替
え
で
、
共
同
周
波
数
に
変

わ
っ
て
近
隣
市
町
と
の
交
信
が
で
き
る
。

災害（火災）現場で活躍する移動局・携帯

用無線機

移
動
局
（
子
局
）

無
線
機

20台

四
、
情
報
を
広
く
、
早
く
、
正
確
に

移
動
系
防
災
行
政
無
線
を
設
置

基
地
局
（
役
場
総
務
課
）

移
動
局
・
車
載
携
帯
用
無
線
機

（
消
防
本
部
と
第
一
ー
九
分
団
の
消
防
車
に
装
備
）

，
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自
主
防
災
組
織
を
つ
く
る
必
要
性
は
、

7
.

23長
崎
大
水
害
が
教
え
て
く
れ
た
。

町
で
は
、
即
刻
、
災
害
対
策
本
部
を
設
樅
し
、

町
民
へ
の
避
難
誘
導
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
生
き
埋
め
者
の
救
出
、
応
急
復
旧
作
業
な
ど
を

行
っ
た
が
、
短
時
間
に
駕
異
的
な
降
水
批
で
二

次
災
害
の
危
険
も
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
な
組
織

機
能
が
発
揮
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
訓
と
し
て
残
っ
た
の
が
、
町
、

消
防
団
、
警
察
な
ど
の
防
災
活
動
以
前
の
問
題

と
し
て
、
ま
ず
“
自
分
た
ち
の
身
は
自
分
た
ち

で
守
る
“
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
、
積
極
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
道
路
の
寸
断
、
雷
気
通
信
の
途
絶
な

ど
の
状
態
で
は
対
策
本
部
、
消
防
団
な
ど
の
手

は
届
か
な
い
。
“
自
主
的
＂
に
地
城
住
民
み
ん

な
が
避
難
、
誘
導
、
救
出
活
動
な
ど
の
活
動
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
パ
ラ
バ
ラ

に
行
っ
た
の
で
は
そ
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い

ば
か
り
か
、
む
し
ろ
、
ひ
と
り
よ
が
り
の
行
動

は
危
険
な
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
住
民
が
地

域
ご
と
に
団
結
し
て
、
組
織
的
に
行
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
初
め
て
効
果
的
な
防
災
活
動
が
で

き
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
「
自
主
防
災
組
織
」
で

あ
る
。 7

.
2
3
長
崎
大
水
害
が

教
え
た
も
の

町
で
は
自
治
会
単
位
に
自
主
防
災
組
織
を

つ
く
る
た
め
、
六
十
年
度
始
め
の
連
合
自
治
会

総
会
で
結
成
を
呼
ぴ
か
け
、
現
在
、
辻
後
自
治

会
を
第
一
号
に
、
本
川
内
、
始
里
中
央
自
治
会

に
結
成
さ
れ
た
。

今
、
各
自
治
会
の
な
か
で
結
成
の
た
め
話

し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
四
十

二
自
治
会
全
部
の
結
成
を
め
ざ
す
。

地
域
住
民
の
自
主
性
を
雌
重
し
、
地
域
の
実

自
治
会
単
位
に

自
主
防
災
組
織
結
成

五
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

恐
怖
の
あ
の
時

情
に
応
じ
た
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
が
、

育
成
は
町
と
消
防
団
が
当
た
る
。
育
成
の
内
容
は

指
消
要
綱
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
、
組

織
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）
部
長
（
副
部
長
）

の
下
に
、
総
括
班
長
（
班
）
、
梢
報
部
長
（
班
）
、

消
火
班
長
（
班
）
、
救
出
・
救
護
班
長
（
班
）
‘
避

難
誘
禅
班
長
（
班
）
、
給
食
・
給
水
班
長
（
班
）

の
組
織
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
結
成
が
認
め
ら
れ
る
と
、
設
立
、
運

営
費
が
補
助
さ
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
サ
ー
チ
ラ

イ
ト
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
‘
救
命
箱
、
担
架
な
ど

の
備
品
と
、
雨
合
羽
、
雨
靴
、
ロ
ー
プ
、
土
の

う
袋
な
ど
の
消
耗
品
が
支
給
さ
れ
る
。

県
南
地
域
に
低
気
圧
が
北
上
し
、
大
雨
洪
水

普
報
が
発
令
さ
れ
、
洪
水
、
が
け
崩
れ
の
恐
れ

あ
り
。
災
害
警
戒
本
部
は
町
消
防
団
第
四
分
団

（
吉
無
田
）
と
辻
後
自
主
防
災
組
織
部
長
に
対

し
、
普
戒
体
制
を
指
示
|
ー
と
の
想
定
で
、
六

十
年
五
月
十
九
日
（
日
）
、
辻
後
自
主
防
災
組

織
の
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

五
地
区
で
、
子
供
百
四
十
人
、
大
人
二
百
十

人
が
避
難
集
合
、
安
全
な
避
難
経
路
で
第
二
中

学
校
と
長
崎
北
賜
台
高
校
教
貝
住
宅
前
公
園
へ

避
雅
し
た
。

北
消
防
署
浜
田
出
張
所
の
野
口
重
明
所
長
か

ら
嘉
が
け
崩
れ
な
ど
災
杏
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

時
は
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
注

意
し
て
、
安
全
な
場
所
に
早
目
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
」
と
避
難
の
心
が
ま
え
の
話
が
あ
っ
た
。

7
.
2
3
の
教
訓
生
か
せ

辻
後
自
主
防
災
組
織
災
害
訓
練

危
険
な
時
は
早
目
に
避
難
を
1

（
辻
後
自
主
防
災
組
織
訓
練
）

ま
た
、
併
せ
て
、
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
と
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
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い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
審
゜

”
日
頃
の
心
が
け
が
身
を
守
る
“

何
よ
り
も
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら

防
災
に
つ
い
て
深
い
認
識
と
自
党
を
も
っ
て
防

災
対
策
を
行
い
、
万
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合

の
こ
と
を
想
定
し
て
、
避
難
径
路
、
場
所
を
知

っ
て
お
く
こ
と
で
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
な
た
の
地
域
で
も
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

を
ー
自
治
会
長
を
中
心
に
し
た
組
織
化
に
協

力
し
て
、
災
沓
の
な
い
安
全
な
街
づ
く
り
を
は

か
ろ
う
。

七
、
日
頃
の
心
が
け
が
身
を
守
る

町
で
は
、

7
.
2
3長
崎
大
水
害
を
教
訓
と
し

て
、
各
種
防
災
施
設
の
整
備
充
実
、
そ
れ
ら
の

施
設
の
維
持
管
理
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
を
図
る
た
め
六
十
年
度
か
ら
防
災
基
金
を
設

置
し
た
。

町
の
防
災
体
制
は
、
五
十
九
年
度
、
移
動
系

防
災
行
政
無
線
を
設
附
‘
町
内
各
地
の
梢
報
が

迅
速
か
つ
的
確
に
収
集
さ
れ
、
そ
れ
を
同
報
無

線
で
町
民
に
い
ち
早
く
連
絡
、
周
知
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
民

の
方
々
に
は
、
自
ら
の
地
域
、
財
産
は
自
ら
が

守
る
と
い
う
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
呼
び
か

け
、
結
成
後
の
組
織
の
運
営
費
や
訓
練
の
機
器
、

機
材
な
ど
の
経
費
に
当
て
る
。

ま
た
、
防
災
組
織
の
各
班
に
災
害
に
備
え
て

の
消
火
器
を
設
附
し
て
い
る
。

六
、
防
災
基
金

繰り返すまいあの惨禍

7・23長崎大水害復興誌
昭和60年II月1日発行

発 一丁,1 

編

印

集

副

長崎県長与町

〒859-06

長崎県西彼杵郡長与町婚里郷636

地話 0958(83)1lll代表

長与町総務部企画調整課

昭和堂印刷

-72-





復 1日

石垣が大き〈崩れ、足元をすくわれた住宅地（高田郷百合野第一団地）
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